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崎が手がけている｡ ) ここでは ShearFlow が存在するときのゆらぎの分布とダイナミ






























定常状態での variance Xk- < ls上 l2> は , k ･J E ,及 び k｡の 関数 だ が, l≫ 1 で
Eによらなくな る ! 即ち ,
zk- kcT2x*(意,k｡f) - k:2Z*(貴,-)for k｡E≫1 (7)C
無次元関数 X*(i,- )は次のようにふるまう｡








kが大 きいときXk tま平衡のときの値 に近づき, k≪ k｡ では発散せず k-C2に比例するo
即ち, ShearDは relevantparameterで これがあると系は2次転移点-いけない｡また
㌔ の時間相関は,
･sk(t)S_i,(0',-√石打 exp[-I(rk-Dkx af )]∂kk′ , (9,y
･k-等 k2号 等 争 (10,
relaxationrate llk もshearの影響 をxkを通 じてうける0 1> 1の とき, Tkはk≫
k｡ で平衡のときの債に近づき, k≪ kcで,
･k-欝 kck2号佳 IX･(t,- ) (ll,







157E2- 40 q*log(kcEo) (12)









紘 (すぐこわされるので )できにくくなるo最後に,光散乱の実験で, Jkや左 の sh-
ear紋存性は十分観測されることに注意する｡今だこのような実験はなされてはいない｡
(6)で 古 = 1()~5,D=103とすれば }-0.34×105である !
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Ultrasonicattenuationintriethylamine-waterhasbeenmeasuredoverthefrequencies
range15-95MHzandtemperatures12･5-18･OoC･Theexperimentaldatahavebeenanalyzedby
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